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2021年度 事業計画 

 

１．基本理念 

新型コロナウィルス感染症による経済活動や生活様式の大きな変化、経済のグロ

ーバル化や情報化の進展による企業間競争の激化、人口減少や高齢化の進展による

市場規模の縮小、人手不足など中小企業を取り巻く環境が激変するなか、県内もの

づくり中小企業の多様で活力ある成長発展を図っていくためには、「高付加価値製品

の開発」や「生産性の向上」が不可欠である。 

コロナ禍の状況の中、センタークラブは、工業技術センターを中心に、他の試験

研究機関や大学、産業支援機関、金融機関等とも積極的に連携し、技術開発へ果敢

に取り組む会員企業の拡大や支援を図るとともに、今後さらなる技術力、人材、資

金が必要となる会員企業の積極的な交流を通じた相互連携の促進を図り、着実な企

業成長に繋げることを活動の基本理念とする。 

 

２．基本方針 

① 新技術・独自技術の開発に果敢に取り組むものづくり企業の支援 

・新技術開発に向けた機運醸成や最新技術に関する情報提供 

・国や県等の補助金など競争的資金獲得のための支援 

・ものづくり企業の根幹を担う人材の育成 

・生産性向上に関する支援の強化 

② 販路拡大支援 

・新技術や新製品など開発成果の積極的な発信による取引拡大支援 

③ 会員企業間および工業技術センターとの連携強化支援 

・革新的技術開発に取り込む企業事例の紹介や情報交換会の開催 

・会員企業ニーズの把握とその支援メニューのマッチング 

 

３．事業 

 

（１）理事会       ２０２１年５月２０日 

 

・２０２１年度総会の付議事項について 

 

（２）総会（書面）      ２０２１年６月 

・２０２０年度事業報告及び収支決算について 

・２０２１年度事業計画（案）及び収支予算（案）について 

・役員選任（案）について 
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（３）先端技術シンポジウム 

（３－１）センタークラブ創立２０周年記念シンポジウム ２０２１年７月２１日 

【時間】 １４：００～１７：１５ 

【会場】 ソラリア西鉄ホテル福岡（福岡市中央区天神２丁目２−４３） 

 

【内容】 

① センタークラブ２０年の活動報告     （１５分） 

センタークラブ事務局長 櫻谷 洋一 

 

② 特別講演        （６０分） 

「ロボットとは多品種少量生産における省力化装置である 

   -日本のお家芸であるロボットを活用したものづくり-」 

髙丸工業株式会社 

代表取締役 髙丸 正 氏 

 

③ 会員企業の成果事例発表         （１５分×４テーマ） 

「観光列車の内装材として施工可能なイブシ瓦建材の開発」 

城島瓦協同組合  渋田瓦工場 代表 渋田 良一 氏 

化学繊維研究所 化学課 阪本 尚孝 

「微生物を利用した養豚脱臭資材の開発」 

株式会社九州メディカル  課長 下川 智子 氏 

生物食品研究所 生物資源課 齋藤 浩之   

「低潮解性難燃剤とその難燃剤均質注入・非破壊分布測定技術及び内装・外装に

適する塗装技術を開発することによる“全数・全部位防火材料基準”を満たす不

燃木材の開発」 

九州木材工業株式会社  部長 内倉 清隆 氏、原田 矩行 氏 

インテリア研究所 技術開発課 岡村 博幸   

「IoTを活用した水中ポンプの状態監視と高付加価値化」 

アイム電機工業株式会社  部長 川嶋 竜之介 氏 

機械電子研究所 電子技術課 林 宏充   

 

④ 会員企業及び工業技術センターのポスター発表     （３０分） 

・会員機関： ５件（成果事例含め９件）  

城島瓦協同組合、古川化学工業（株）、(株)九州メディカル、(株)同仁化学研究

所及び（有）佐野商会、（株）マルミツサンヨー、九州木材工業（株）、高取焼宗

家、アイム電機工業（株）、大電（株） 

・工業技術センター： １８件 

 

（３－２）２０２２年度実行委員会    ２０２１年１２月 

・２０２２年度委員長・副委員長の選出 

・センタークラブ創立２０周年記念シンポジウム報告 

・２０２２年度実施内容について 
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（４）その他の事業 

（４－１）「生産性向上研究会」 

・技術セミナーの開催 

・機械電子研究所で開発した「IoT導入支援キット」の配布 

・現場での実測を通じたハンズオン支援 

・各社活用事例の紹介や測定ノウハウ情報の共有化 

 

（４－２）工業技術センターおよび会員相互の連携 

・工業技術センター成果発表会の共催 

・会員名簿の作成 

  

（４－３）技術情報の提供等 

・メール等により、提案公募型事業、講演会、セミナー等の技術情報について、迅

速な情報提供を行う。 

・技術支援機関、関係団体等との連携 

 

（４－４）会員の製品・技術の PRによる販路拡大支援 

・「モノづくりフェア２０２１」出展支援（協賛） 

引き続き、「モノづくりフェア２０２１」において、工業技術センタークラブの

展示ブースを設け、会員企業の展示スペースを確保 

会員企業へ出展の公募を行い、企業を決定 

・関東で開催される展示会への出展 

新価値創造展２０２１等の関東で開催される展示会への出展を検討 

工業技術センタークラブの展示ブースを設け、会員企業の展示スペースを確保 

会員企業へ出展の公募を行い、企業を決定 

 

（４－５）工業技術センタークラブの PR 

・展示会等への出展 

「モノづくりフェア」「エコベンチャーメッセ」などの展示会において、センタ

ークラブの活動や成果事例のアピールを行い、会員増加の促進を図る。 

・工業技術センター利用企業へのセンタークラブの案内を徹底 

・パンフレットおよびホームページ等に成果や事業の実績を紹介 

 

（４－６）特別会員との連携  

    ・会員企業の新たな連携の促進や事業展開のために、特別会員が実施している企業

向け支援メニューの紹介等を進める。 

 

（５）技術部会の活動計画 

・会員への訪問や技術部会を通して会員のニーズを把握し、講習会や見学会などの部

会活動や、より目的を絞った研究会活動等を行う。 

・各部会の会員ニーズに基づき、工業技術センターとの連携を密にし、提案公募型研究

開発事業へ積極的に提案を行う。 
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（５－１）ナノテク・材料技術部会 

ナノテク・材料技術部会では、会員企業の「高分子材料開発支援ラボ」（２０１８年５月

開設）の積極的な活用を促すとともに、会員ニーズに応じた講習会等を実施。 

 

委員会：第１回 2021.7.21 西鉄イン天神 

2020年度活動実績、決算報告について 

2021年度事業計画案、事業予算案について 

2021年度コロナ禍での事業実施について 等 

第２回 2022.3 化学繊維研究所  

2021年度状況報告・2022年度運営案について 

 

技術部会：第１～５回 2021.7～2022.3 

講習会４回・見学会１回、機器講習会随時 予定 

 

（５－２）バイオ技術部会 

バイオ技術部会では、福岡県バイオ産業拠点推進会議と積極的に連携し、技術セミナー

や機器講習会、企業見学会等を実施。部会会員企業の支援（国補助金獲得支援、技術課題

への対応等） 

 

委員会：第１回 2021.7  

2021年度技術部会の体制について 

2021年度事業計画案、事業予算案について 

情報提供 等 

第２回 2022.3  

 2021年度事業報告・2022年度事業方針について 

 

技術部会：第１～３回 2021.7～2022.3 

講習会３回・講演会１回・見学会１回予定 

 

（５－３）デザイン部会 

デザイン部会では、会員企業の「家具試作支援ラボ、家具評価支援ラボ」（２０１９年５

月開設）の積極的な活用を図るために、新規導入された試作用機器、評価用機器などの講

習会等を実施。 

また、デザイン的な視点から実践的な製品化や販売計画を検討する「デザインブラッシ

ュアップ講座」を実施。 

 

委員会：第１回 2021.7.21 ソラリア西鉄ホテル福岡 

 2021年度運営について 

第２回 2022.3 インテリア研究所 

 2021年度事業報告、2022年度事業計画について 
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技術部会：第１回 2021.8～12 講演会 

第２回 2021.8～12 見学会 

CLT（直交集成板）工法が採用された建築物の見学 

 

製品開発研究会：「デザインブラッシュアップ講座」１５回程度開催予定 

 受講企業のそれぞれの製品に対して、企業の人材育成も視野に入れ、大学の教授・学

生、工業技術センター職員が支援し、デザイン的な視点から実践的な製品化や販売計画

の支援を実施する。 

 

（５－４）機械・電子技術部会 

 機械・電子技術部会では、会員企業の要望に応じた技術講演会や企業見学会等を実施。 

 

委員会：第１回 2021.7  

 2020年度活動報告・2021年度活動計画について 

第２回 2021.11～2022.1 

 2021年度状況報告・2022年度事業方針について 

第３回 2022.3 書面審議 

 2021年度活動報告・2022年度事業方針について 

 

技術部会：第１～５回 2021.10～2022.3 

    講演会等５回・見学会１回・展示会出展１回程度を予定 
 

 

 


